
題字：尾方　芳郎氏

議長年頭挨拶
12月議会定例会
決算認定
臨時議会
一般質問
視察研修

議長年頭挨拶
12月議会定例会
決算認定
臨時議会
一般質問
視察研修

議長年頭挨拶
12月議会定例会
決算認定
臨時議会
一般質問
視察研修

議長年頭挨拶
12月議会定例会
決算認定
臨時議会
一般質問
視察研修

議長年頭挨拶
12月議会定例会
決算認定
臨時議会
一般質問
視察研修

議長年頭挨拶
12月議会定例会
決算認定
臨時議会
一般質問
視察研修

表紙：高野橋から望む桝形山表紙：高野橋から望む桝形山表紙：高野橋から望む桝形山

五木村議会だより　　115号　2016.1.29 発行五木村議会だより　　115号　2016.1.29 発行



平成28年1月29日発行 2

　

年
頭
に
当
た
り
、
五
木
村
議
会
を
代
表

し
ま
し
て
、
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
、
皆
さ
ま
方
に
は
村
政
発
展

の
た
め
、
色
々
と
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
、
ご

助
言
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

国
で
は
安
倍
政
権
の
も
と
「
地
方
創
生
」

と
銘め
い

打
っ
て
、
東
京
一
極
集
中
を
解
消
し

地
方
の
活
性
化
と
農
山
村
の
人
口
減
少
に

歯
止
め
を
か
け
る
目
的
で
全
国
各
地
で
、

そ
の
対
策
が
今
、
展
開
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

本
村
で
は
長
年
、
川
辺
川
ダ
ム
建
設
問

題
を
抱
え
た
中
、
少
子
高
齢
化
や
若
者
の

雇
用
の
場
の
確
保
な
ど
様
々
な
課
題
が
山

積
し
て
お
り
、
昨
年
十
月
に
は
「
五
木
村

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

が
策
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

国
の
推
計
で
は
四
十
五
年
後
の
二
〇
六

〇
年
で
、
本
村
の
人
口
は
約
二
二
六
人
に

な
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
数
値
を
打

開
す
る
た
め
総
合
戦
略
が
策
定
さ
れ
た
わ

け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
本
村
の
人
口
減
少
は

皆
さ
ん
も
ご
承
知
の
と
お
り
、
川
辺
川
ダ

ム
建
設
に
よ
り
急
激
な
人
口
減
少
を
招
き
、

現
在
の
五
木
村
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
八
月
末
に
は
、
九
回
目
の
「
五
木

村
の
今
後
の
生
活
再
建
を
協
議
す
る
場
」、

い
わ
ゆ
る
、
国
・
県
・
村
と
の
三
者
協
議

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
協
議
の
場
で
、

私
た
ち
議
会
と
し
て
、
原
因
者
で
あ
る
熊

本
県
に
今
ま
で
や
っ
て
き
た
施
策
に
つ
い

て
検
証
す
る
よ
う
求
め
て
お
り
ま
す
。
皆

さ
ん
に
も
昨
年
秋
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
結
果
如い

か
ん何

に
お
い
て
は
、
抜
本
的
な
見
直
し
を
す
る

よ
う
、
強
く
要
望
し
て
お
り
ま
す
の
で
今

後
も
追
求
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
議
会
に
対

し
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
や
ご
提
言
を
い
た

だ
き
、
開
か
れ
た
議
会
、
行
動
・
実
践
す

る
議
会
を
目
指
す
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、

今
年
も
ど
う
か
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
し
て
、
最
後
に
な
り
ま
す
が
村
民

の
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
切
に
お

祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

五木村議会議長

西 村 久 徳

　議長年頭挨拶議長年頭挨拶
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12
月
定
例
会

　

こ
ん
な
事
が
決
ま
り
ま
し
た

一
般
会
計
補
正
予
算
及
び
特
別
会
計

補
正
予
算（
４
件
）計
５
議
案
否
決
! !

　

平
成
27
年
度
第
４
回
定
例
会
が
、
12
月
９
日
か
ら
11
日
ま
で
の
３
日
間
の
会
期

で
開
催
し
、「
条
例
の
制
定
１
件
」「
条
例
の
一
部
改
正
３
件
」「
指
定
管
理
者
の
指

定
１
件
」「
平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
１
件
」「
平
成
27
年
度
特
別
会
計
補

正
予
算
４
件
」
の
計
11
案
件
が
上
程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
一
般
会
計
補
正
予
算

と
特
別
会
計
補
正
予
算
の
計
５
議
案
を
否
決
し
、
条
例
等
の
議
案
６
件
に
つ
い
て

は
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
６
人
が
村
政
に
つ
い
て
質
問
し
、
ま
た
、
９
月
定
例
会
で
特

別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
て
い
た
「
平
成
26
年
度
五
木
村
歳
入
歳
出
決
算
認
定
」
に

つ
い
て
は
、委
員
会
か
ら
の
意
見
を
付
し
、認
定
し
ま
し
た
。（
関
連
記
事
４
ペ
ー
ジ
）

《
条
例
の
制
定
》

○
五
木
村
行
政
手
続
き
に
お
け
る
特
定
の

個
人
を
識
別
す
る
為
の
番
号
の
利
用
等

に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の

利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関

す
る
条
例

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
伴
う
条
例
の
制
定

《
条
例
の
一
部
改
正
》

○
五
木
村
税
条
例
の
一
部
改
正

　

地
方
税
法
施
行
規
則
等
の
省
令
公
布
に

伴
う
条
例
の
改
正

○
五
木
村
保
育
所
設
置
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

　

障
害
を
持
つ
児
童
受
け
入
れ
を
緩
和
す

る
条
例
の
改
正

○
五
木
村
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
伴
う
条
例
の
改
正

○
指
定
管
理
者
の
指
定

　

指
定
期
限
の
更
新
に
伴
う
管
理
者
の
指
定

　

・
施
設
：
五
木
村
診
療
所

　

・
指
定
管
理
者
：
独
立
行
政
法
人

　
　

地
域
医
療
機
能
推
進
機
構

　
　

人
吉
医
療
セ
ン
タ
ー
（
旧
人
吉
総
合

　

病
院
）

　

・
指
定
期
間
：
平
成
28
年
４
月
１
日
〜

　

平
成
33
年
３
月
31
日

平
成
27
年
度
五
木
村
一般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）の
否
決
理
由

　

今
回
、
一
般
会
計
補
正
予
算
が
否
決

さ
れ
ま
し
た
。
理
由
と
し
ま
し
て
は
、

過
疎
対
策
事
業
債
（
過
疎
債
）
の
増
額

や
道
路
改
良
事
業
の
減
額
に
よ
る
も
の

で
し
た
。

　

こ
の
過
疎
債
は
国
か
ら
の
借
金
で
あ

り
、
今
ま
で
は
多
く
て
も
２
億
円
か
ら

３
億
円
で
推
移
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

平
成
27
年
度
当
初
予
算
に
お
い
て
、
水

没
予
定
地
公
園
整
備
事
業
（
約
５
億

円
）、
道
路
改
良
事
業
（
約
１
億
円
）、

そ
の
他
（
１
億
８
千
１
８
０
万
円
）
の

計
７
億
１
千
８
百
８
０
万
円
が
計
上
さ

れ
、反
対
す
る
意
見
も
あ
り
ま
し
た
が
、

昨
年
３
月
定
例
会
に
お
い
て
賛
成
多
数

で
可
決
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
今
回
の
補
正
予
算
で
５
千

８
５
０
万
円
が
さ
ら
に
増
額
さ
れ
、
合

計
で
７
億
７
千
７
３
０
万
円
に
な
り
、

あ
い
ま
っ
て
、
村
道
改
良
事
業
が
国
の

補
助
金
の
内
示
が
減
額
さ
れ
た
こ
と
を

理
由
に
大
幅
な
減
額
が
な
さ
れ
、
ま
た

「
水
没
予
定
地
公
園
整
備
と
歴
史
文
化

交
流
施
設
（
資
料
館
）
と
の
関
わ
り
合

い
を
検
討
す
べ
き
」
と
議
会
か
ら
の
指

摘
を
受
け
た
と
の
理
由
で
、
水
没
予
定

地
公
園
整
備
事
業
（
約
７
億
円
）
を
大

幅
に
減
額
し
、
そ
の
事
業
費
が
歴
史
文

化
交
流
施
設
へ
移
り
変
わ
り
ま
し
た
。

本
年
度
４
月
か
ら
約
９
ヶ
月
の
間
に
議

会
の
納
得
い
く
説
明
も
な
い
ま
ま
、
こ

の
「
大
事
業
群
」
が
変
更
さ
れ
た
こ
と

も
理
由
の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

執
行
部
の
説
明
で
は
、「
過
疎
債
は

12
年
間
で
返
済
し
て
い
く
が
、
そ
の
７

割
が
地
方
交
付
税
に
算
入
さ
れ
、
後
年

度
に
交
付
さ
れ
る
。
残
り
の
３
割
は
熊

本
県
振
興
交
付
金
を
充
て
る
の
で
、
本

村
の
負
担
は
実
質
０
円
で
あ
る
」
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

た
だ
、
こ
の
過
疎
債
は
村
の
借
金
に

変
わ
り
は
な
く
、公
債
費
比
率
（
注
１
）

と
い
う
財
政
指
標
に
よ
り
、
将
来
、
本

村
で
借
り
ら
れ
る
お
金
が
制
限
さ
れ
る

可
能
性
も
あ
り
、
将
来
的
な
負
担
を
考

慮
し
て
、
全
会
一
致
で
否
決
と
な
り
ま

し
た
。

　

な
お
、
一
般
会
計
補
正
予
算
を
否
決

し
た
こ
と
に
よ
り
、
関
連
し
た
特
別
会

計
補
正
予
算
（
４
件
）
も
否
決
さ
れ
ま

し
た
。

（
注
１
）
公
債
費
比
率
と
は
（
要
約
）

　

元
利
償
還
金（
元
金+

利
子
の
返
済
額
）

を
標
準
財
政
規
模（
本
村
が
必
要
と
す
る

予
算
規
模
）で
割
っ
た
数
値
で
、家
庭
に
例

え
る
と
ロ
ー
ン
等
の
返
済
額
を
１
年
間
で
必

要
な
生
活
費
で
割
っ
た
比
率
に
な
り
ま
す
。
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平成26年度歳入歳出決算額平成26年度歳入歳出決算額
会　　計　　名 収　入　済　額 支　出　済　額 差　引　残　額
一　般　会　計 40億 6,481 万円 38億 7,239 万円 1億 9,242 万円

特　

別　

会　

計

国 民 健 康 保 険 1億 7,469 万円 1億 6,897 万円 527万円
ダ ム 対 策 事 業 1,119万円 1,119 万円 0万円
簡 易 水 道 事 業 2,265万円 2,215 万円 50万円
農 業 集 落 排 水 事 業 1,248万円 1,210 万円 38万円
介 護 保 険 1億 9,974 万円 1億 8,455 万円 1,519 万円
代替地上下水道事業 1,516万円 1,460 万円 56万円
後 期 高 齢 者 医 療 2,162万円 2,141 万円 21万円
墓 地 公 園 23万円 18万円 5万円
情 報 通 信 事 業 3,241万円 3,235 万円 6万円

計 4億 9,018 万円 4億 6,750 万円 2,268 万円
合計 45億 5,550 万円 43億 3,990 万円 2億 1,560 万円

※千円以下四捨五入のため、合計額は必ずしも一致しない。※千円以下四捨五入のため、合計額は必ずしも一致しない。

これでいいのか再建事業
　昨年９月定例会に付託されていた決算認定審査特別委員会を10月14日、11月９日、12月
３日の３回開催し、平成 26年度一般会計決算１件と特別会計決算９件の計10 件について、審
議を行いました。第１回目は議員間で決算書の内容を確認し、疑義を生じる点や関係資料の提出
を執行部に求め、第２回目は村長以下、各課長の出席のもと、平成 25年度決算認定時に指摘
をした事項について、改善経過の説明を求めたあと、平成 26年度の主要施策の成果の質疑を
行い、各委員からの意見を聴取しました。第３回目は各委員の意見を取りまとめ、12月11日の
定例会最終日に下記５項目の指摘事項を付し、全会一致で認定しました。

（委員長：田山淳士・副委員長：早田吉臣・委員：ほか全議員）

■
意
見
及
び
指
摘
事
項

⑴
村
再
建
に
向
け
た
取
り
組

み
に
つ
い
て

　
「
働
く
場
づ
く
り
」
を
念
頭

に
若
者
が
定
住
で
き
る
施

策
に
重
点
を
置
き
、
定
住

に
あ
っ
て
は
、
努
力
目
標

値
を
年
度
ご
と
に
設
定
し
、

効
果
の
あ
る
更
な
る
取
り

組
み
を
さ
れ
た
い
。

⑵
住
民
及
び
各
種
団
体
へ
の

補
助
金
・
助
成
金
に
つ
い

て

　

昨
年
度
意
見
に
も
付
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

効
果
を
分
析
し「
継
続
」「
見

直
し
」「
廃
止
」
を
検
討
さ

れ
た
い
。

⑶
歳
計
剰
余
金
に
つ
い
て

　

地
方
自
治
法
及
び
地
方
財

政
法
の
規
定
に
則
り
、
歳

計
剰
余
金
に
つ
い
て
は
、

基
金
へ
の
積
立
を
さ
れ
た

い
。

⑷
経
常
収
支
比
率
に
つ
い
て

　

普
通
会
計
に
お
い
て
経
常

収
支
比
率
が
平
成
25
年
度

の
78
・
9
％
に
対
し
、
平

成
26
年
度
は
92
・
2
％
と

な
っ
て
お
り
、
13
・
3
％

も
悪
化
し
、
硬
直
化
し
て

い
る
。
今
後
も
普
通
交
付

税
の
減
少
傾
向
が
続
く
と

考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
経

常
経
費
の
削
減
に
努
め
ら

れ
た
い
。

⑸
椎
茸
生
産
団
地
化
事
業
に
つ

い
て

　

生
産
目
標
を
設
定
し
、
年

度
ご
と
の
目
標
数
値
を
示

さ
れ
た
い
。

平成26年度　決算認定審査特別委員会
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一般会計の主な補正額一般会計の主な補正額≪歳入≫≪歳入≫
項　　目 補正前の額 補正額 計

地 方 交 付 税 11億 2,695 万 0千円 4,821 万 4千円 11億 7,516 万 4千円
国 庫 支 出 金 5億 6,850万 0千円 △ 7,099万 7千円 4億 9,750 万 3千円
過 疎 対 策 事 業 債 7億1,880万 0千円 △ 4億 2,940 万 0千円 2億 8,940 万 0千円
災 害 復 旧 事 業 債 2,100万 0千円 5,780 万 0千円 7,880 万 0千円

≪歳出≫≪歳出≫
事　業　名　等 補正額

減 債 基 金 積 立 金 △1億 2,088 万 3千円
水 没 予 定 地 公 園 等 整 備 工 事 他（ 企 画 費 ） △7億  859 万 5千円
地 方 バ ス 運 行 等 特 別 対 策 補 助 金 1,697万 9千円
竹 の 川・ 小 原 地 区 水 道 施 設 改 修 工 事 △1,500万 0千円
造 林 作 業 道 開 設 補 助 金 553万 9千円
山 村 活 性 化 協 議 会 貸 付 金 700万 0千円
村道松尾野線他改良工事（道路新設改良費） △8,325万 7千円
村 有 林 素 材 生 産 事 業（ 間 伐 ） 委 託 料 704万 0千円
歴史文化交流施設建設関連（委託・工事費等） 3億 9,169 万 8千円
林 道 災 害 復 旧 費 1億 2,630 万 0千円
村 道 災 害 復 旧 費 1,003万 2千円

会計別補正額一覧会計別補正額一覧
会計名 補正前の額 補正額 計

一 般 会 計 40億 2,512 万 0千円 △ 3億 4,506 万 8千円 36億 8,005 万 2千円

特　

別　

会　

計

国民健康
保険 2億　199万 4千円 291万 6千円 2億　491万 0千円

簡易水道
事業 4,434万 2千円 88万 8千円 4,523万 0千円

介護保険 2億1,496万 0千円 405万 6千円 2億 1,901 万 6千円
情報通信
事業 4,209万 3千円 128万 6千円 4,337万 9千円

　

平
成
28
年
第
１
回
臨
時
会
が
平
成
28
年
１
月
15
日
に
開
催
し
、「
承
認
２
件
」

「
条
例
の
制
定
１
件
」「
平
成
27
年
度
補
正
予
算
５
件
」計
８
案
件
が
上
程
さ
れ
、

審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
昨
年
12
月
定
例
会
で
否
決
さ
れ
た
「
一
般
会
計
補
正
予
算
」
が

焦
点
で
し
た
が
、
議
会
が
否
決
し
た
要
因
の
一
つ
で
あ
っ
た
過
疎
対
策
事
業

債
（
過
疎
債
）
も
４
億
２
，
９
４
０
万
円
が
減
額
さ
れ
た
結
果
、
全
会
一
致
で

可
決
と
な
り
ま
し
た
。

平成28年第１回臨時議会 一
般
会
計
総
額
３
億
４
，５
０
６
万
８
千
円
を
減
額
! !

承
認

■
専
決
処
分
（
平
成
27
年
一
般
会
計
補
正

予
算
）

　

先
の
定
例
会
で
否
決
し
た
予
算
中
、
緊

急
を
要
す
る
予
算
を
補
正
し
た
も
の

（
中
学
生
の
海
外
研
修
予
算
等
）

■
専
決
処
分
（
五
木
村
税
条
例
の
一
部
改

正
）

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
関
係
す
る
条
例

の
改
正

条
例
の
制
定

■
五
木
村
山
村
活
性
化
協
議
会
運
営
資
金

貸
付
条
例
の
制
定

　

五
木
村
・
森
林
組
合
・
林
業
研
究
ク
ラ

ブ
・
森も

り林
づ
く
り
推
進
協
議
会
で
構
成

さ
れ
る
本
協
議
会
に
、
限
度
額
７
０
０

万
円
を
無
利
子
貸
付
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山本　豊 議員

一般　　質問

村
長
３
期
目
の
就
任
は

和
田
村
長　

各
種
の
事
業
を
着
実
に
や
っ
て
い
く

山
本
議
員　

村
長
３
期
目
で「
小

さ
な
村
で
も
光
、
輝
く
地
域
づ

く
り
」
を
地
方
創
生
事
業
を
活

用
し
な
が
ら
、
基
本
構
想
の
実

現
に
向
け
た
「
五
木
村
生
活
再

建
計
画
」
や
「
ふ
る
さ
と
五
木

村
づ
く
り
」
計
画
を
着
実
に
進

め
る
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
就

任
に
あ
た
っ
て
の
施
策
の
考
え

を
伺
い
た
い
。

和
田
村
長　

１
期
目
、
２
期
目

を
振
り
返
り
な
が
ら
、
３
期
目

に
つ
い
て
は
、
国
、
県
の
支
援

を
受
け
、
社
会
総
合
整
備
計
画
、

ふ
る
さ
と
づ
く
り
計
画
を
活
用

し
な
が
ら
、
さ
ら
に
地
方
創
生

事
業
、
各
種
の
事
業
を
着
実
に

や
っ
て
い
き
た
い
。

報
告
・
連
絡
・
相
談
に

つ
い
て

質
問　

村
長
３
期
目
、
本
村
に

と
っ
て
も
重
要
な
期
間
で
も
あ

り
、
行
政
執
行
に
は
各
課
か
ら

の
報
告
、
連
絡
、
相
談
が
重
要

に
な
っ
て
く
る
が
、
基
本
構
想

に
向
け
、
今
後
ど
の
よ
う
な
体

制
で
、
報
告
、
連
絡
、
相
談
を

充
実
さ
れ
る
か
。

村
長　

庁
内
は
い
ろ
ん
な
提
言
、

文
書
、
個
別
的
に
報
告
を
受
け

て
い
る
。
議
会
等
に
対
し
て
は
、

全
員
協
議
会
で
相
談
を
し
、
提

言
を
求
め
て
い
き
た
い
。

基本構想と基本計画
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岡本精二 議員

和田村政３期目の
　　　　　　　政策について

和田村長　充分な目的達成の　　
振興を図る

一般　　質問 無
投
票
当
選
に
つ
い
て

岡
本
議
員　

無
投
票
で
３
期
目

の
当
選
を
果
た
さ
れ
が
、
２
期
、

３
期
連
続
の
無
投
票
当
選
を
ど

の
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
て
お

ら
れ
る
か
。

和
田
村
長　

い
ろ
ん
な
思
い
は

あ
る
が
、
結
果
と
し
て
無
投
票

で
あ
っ
た
。
全
て
の
方
々
に
信

任
さ
れ
た
と
は
思
っ
て
は
い
な

い
。
ご
批
判
を
頂
く
方
も
有
権

者
の
中
に
は
お
ら
れ
る
の
も
事

実
で
あ
り
、
謙
虚
に
受
け
止
め

て
行
政
執
行
に
あ
た
っ
て
い
き

た
い
。
大
き
く
は
村
の
振
興
を

ど
う
し
て
い
く
の
か
で
あ
り
、

そ
れ
を
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

質
問　

結
果
的
に
無
投
票
で

あ
っ
た
と
話
を
な
さ
れ
た
が
、

村
内
の
地
域
の
皆
さ
ん
方
の
ご

意
見
等
を
聴
取
さ
れ
た
の
か
。

村
長　

当
然
の
事
で
村
民
の

方
々
の
ご
意
見
等
を
聞
く
機
会

は
あ
っ
た
。
い
ろ
い
ろ
な
ご
意

見
を
賜
っ
た
の
で
、
３
期
目
の

村
政
執
行
に
当
た
り
た
い
と
思

う
。３

期
目
に
つ
い
て

質
問　

３
期
目
の
村
長
就
任
後

の
臨
時
議
会
に
お
い
て
「
２
期

目
と
大
き
く
変
わ
る
政
策
を
と

る
思
い
は
な
い
」。
と
言
わ
れ
た

の
で
、
私
な
り
に
和
田
村
長
１

期
就
任
後
の
平
成
20
年
度
か
ら

平
成
26
年
度
ま
で
の
決
算
額
等

の
別
紙
資
料
を
見
て
頂
き
た
い
。

そ
の
中
で
20
年
度
の
決
算
額
は

20
億
円
、
26
年
度
は
38
億
円
で

約
18
億
円
も
増
え
た
。
７
年
間

に
投
資
さ
れ
た
額
が
約
88
億
円

で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
効
果

が
出
て
い
る
の
か
、
検
証
さ
れ

て
い
る
の
か
。

村
長　

基
本
構
想
に
基
づ
き
、

い
ろ
ん
な
事
業
を
計
画
し
効
果

が
出
る
よ
う
に
実
施
し
て
き
た

が
、
残
念
な
が
ら
、
人
口
減
少
、

特
に
山
間
地
域
に

お
い
て
の
急
激
な

人
口
減
少
、
五
木

村
に
お
い
て
は

ダ
ム
に
よ
る
急
激

な
人
口
減
少
が
起

こ
っ
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
立
ち
直
る
べ

く
、
よ
り
良
い
方

向
に
進
む
こ
と
が

一
番
大
事
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い

る
。防

災
行
政
無
線

の
デ
ジ
タ
ル

化
に
つ
い
て

質
問　

現
在
の
防

災
行
政
無
線
の
ア

ナ
ロ
グ
放
送
を
デ

ジ
タ
ル
化
へ
切
り

替
え
る
考
え
は
な

い
か
。

村
長　

防
災
行
政

無
線
の
必
要
性
は

認
識
し
て
い
る
。
財
源
の
手
当

て
が
付
け
ば
、
出
き
る
だ
け
早

く
や
り
た
い
。

　　　　　　　　　　　　　　　平成20年度からの決算や人口動態の状況　　　　（単位：千円・人・％）
年度

項目
平　 成
20 年 度

平　 成
21 年 度

平　 成
22 年 度

平　 成
23 年 度

平　 成
24 年 度

平　 成
25 年 度

平　 成
26 年 度 備　考

決 算 額 2,086,996 2,709,975 3,518,971 2,496,566 3,838,181 3,979,035 3,872,390
投資的経費 547,612 889,013 1,666,433 736,839 1,390,736 1,776,672 1,845,896
補 助 費 等 200,005 250,255 398,418 271,660 338,099 361,020 481,599
村 税 219,865 211,015 208,477 210,501 191,453 197,289 228,923
県振興交付金 43,628 63,315 137,312 105,387 145,446 102,398 上段：事業費
（ふるさと交付金） 31,232 44,843 120,341 90,592 133,610 95,400 下段：うち交付金
県振興交付金 0 0 0 637,630 934,148 1,071,291 上段：事業費
（再建計画） 0 0 0 326,813 673,174 670,796 下段：うち交付金
人 口 1,410 1,380 1,337 1,338 1,262 1,241 1,208
高齢者人口 566 559 542 541 544 551 543 65歳以上
（高齢化率） 40.1 40.5 40.5 40.4 43.1 44.4 45.0
生産年齢人口 721 709 684 700 625 596 575 15～ 64歳
年 少 人 口 123 112 111 97 93 94 90 14歳以下
※人口動態にあっては、各年度末（3月 31日現在）
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は
出
て
い
る
の
か
。
せ
め
て
７

月
か
ら
８
月
は
毎
日
や
る
く
ら

い
で
な
い
と
効
果
は
出
て
こ
な

い
の
で
は
な
い
か
。

ふ
る
さ
と
振
興
課
長　

本
年
７

月
か
ら
料
金
を
設
定
し
て
カ

ヤ
ッ
ク
体
験
の
本
格
実
施
を

行
っ
て
い
る
。
７
月
か
ら
11
月

ま
で
91
名
（
内
51
名
の
村
外
客
）

の
利
用
者
が
あ
り
、
交
流
人
口

の
拡
大
が
図
ら
れ
て
い
る
。

質
問　

本
当
に
ア
ウ
ト
ド
ア
を

す
る
の
で
あ
れ
ば
、五
木
源
パ
ー

ク
、
カ
ヤ
ッ
ク
、
バ
ン
ジ
ー
、

キ
ャ
ン
プ
場
、
自
転
車
、
釣
堀
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
組
み
合
わ

せ
て
、
も
っ
と
家
族
や
若
者
が

1
日
か
ら
２
日
ぐ
ら
い
遊
べ
る

よ
う
に
し
な
い
と
効
果
は
出
て

こ
な
い
と
思
う
。
是
非
、
水
没

予
定
地
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、

投
資
効
果
が
あ
る
よ
う
に
取
り

組
ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
う
が
。

ふ
る
さ
と
振
興
課
長　

い
か
に

村
内
に
留
ま
っ
て
い
た
だ
く
か
。

周
遊
コ
ー
ス
を
考
え
て
い
く
こ

と
は
大
事
で
村
全
体
の
観
光
と

い
う
と
こ
ろ
を
考
え
て
い
け
れ

ば
と
思
っ
て
い
る
。

も
造
る
べ
き
と
思
う
が
。

村
長　

宿
泊
施
設
は
、
今
す
ぐ

つ
く
り
た
い
と
い
う
希
望
を
持

ち
つ
つ
も
、
今
の
と
こ
ろ
俎そ

上

に
上
が
っ
て
い
な
い
の
が
現
状

で
あ
る
。

水
没
予
定
地
の
利
活
用
に
つ

い
て

質
問　

当
初
予
算
で
計
画
さ
れ

て
い
た
も
の
が
今
回
の
補
正
予

算
で
削
減
さ
れ
て
い
る
が
、
水

没
予
定
地
の
利
活
用
は
見
直
す

の
か
。

村
長　

今
、
東
部
地
区
に
つ
い

て
は
、
ど
う
い
う
形
が
い
い
か

検
討
中
で
あ
り
、
皆
さ
ん
に
説

明
す
る
段
階
に
至
っ
て
い
な
い
。

今
回
は
歴
史
資
料
館
の
予
算
に

重
点
を
移
し
た
と
い
う
状
況
で

あ
る
。

ふ
る
さ
と
振
興
課
長　

今
の
整

備
計
画
で
は
非
常
に
集
客
力
に

疑
問
が
あ
る
。
活
性
化
の
た
め

の
施
設
を
造
る
と
い
う
こ
と
で

再
検
討
し
て
い
く
。施
設
を
造
っ

た
後
の
運
営
体
制
も
並
行
し
て

進
め
て
い
か
な
い
と
将
来
有
効

活
用
に
は
な
ら
な
い
。

質
問　

カ
ヤ
ッ
ク
購
入
の
効
果

岡本　正 議員

一般　　質問

水
没
予
定
地
の

　
　
　
　

利
活
用
計
画
は
見
直
す
の
か

和
田
村
長　

東
部
地
区
に
つ
い
て
は
、
検
討
中
で
あ
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

に
つ
い
て

岡
本
議
員　

宮ぐ
う
め
き

目
木
谷
に
計
画

さ
れ
て
い
る
小
水
力
発
電
所
の

進
捗
状
況
は
ど
う
な
て
い
る
か
。

藤
山
ふ
る
さ
と
振
興
課
長　

Ｊ

Ｎ
Ｃ
の
専
門
家
に
内
容
や
調
査

結
果
を
分
析
し
て
い
た
だ
い
た

と
こ
ろ
、
事
業
費
が
重
み
採
算

性
に
無
理
が
あ
り
、
設
置
す
る

こ
と
は
難
し
い
と
の
話
も
出
て

い
る
。
一
方
で
は
、
多
少
の
リ

ス
ク
を
背
負
っ
て
も
事
業
を
行

い
た
い
と
い
う
企
業
も
い
る
。

現
在
、
Ｊ
Ｎ
Ｃ
の
意
見
を
踏
ま

え
て
、
安
全
で
採
算
性
が
良
い

方
法
は
な
い
か
相
談
し
、
調
査

と
検
討
を
継
続
し
て
い
る
。

質
問　

電
源
の
供
給
基
地
ぐ
ら
い

目
指
し
て
、
売
電
収
益
で
各
世
帯

の
電
気
代
の
無
料
化
や
保
険
税
、

介
護
保
険
料
な
ど
の
負
担
を
軽

減
す
る
く
ら
い
還
元
し
な
い
と
メ

リ
ッ
ト
が
な
い
と
思
う
が
。

和
田
村
長　

宮
目
木
だ
け
で
村

民
が
使
う
電
力
量
は
全
て
賄
え

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
し
、
他

に
も
水
力
発
電
の
適
地
が
「
あ

る
の
か
」「
な
い
の
か
」
と
い
う

こ
と
も
あ
る
の
で
、
そ
う
い
う

検
討
も
進
め
さ
せ
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

観
光
に
つ
い
て

質
問　

村
が
目
指
す
将
来
の
観

光
地
が
ど
う
い
う
計
画
で
、
今
ど

こ
ま
で
出
来
て
い
る
の
か
分
か
ら

な
い
。
観
光
計
画
の
全
体
像
を
絵

で
示
す
考
え
は
な
い
の
か
。

村
長　

施
設
整
備
を
見
据
え
た

と
こ
ろ
で
、
総
合
的
に
見
え
て

い
な
い
の
で
、
そ
う
い
う
も
の

を
作
っ
て
示
し
た
い
と
は
思
っ

て
い
る
。

質
問　

宿
泊
客
を
増
や
し
た
い

と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
宿
泊
施
設

は
ど
う
す
る
の
か
。
水
没
予
定
地

利
活
用
計
画
の
予
算
を
削
っ
て
で
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川　正美 議員

今後の林業従事者の
　　　　確保と育成について
和田村長　事業所の負担を少なくして　　　　　

従業員の手取りを多くする

一般　　質問 川　

議
員　

林
業
従
事
者
が
減

少
し
、
高
齢
化
し
て
い
る
が
村

内
の
林
業
事
業
所
の
現
状
と
今

後
の
従
事
者
の
育
成
に
つ
い
て

の
取
り
組
み
は
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
お
ら
れ
る
の
か
。

和
田
村
長　

現
状
は
84
名
の
方

が
従
事
さ
れ
て
い
る
。
一
番
多

い
の
は
五
木
村
森
林
組
合
で
、

そ
の
中
で
「
月
給
制
を
で
き
る

だ
け
、
お
取
り
く
だ
さ
い
」
と

言
う
こ
と
を
お
願
い
し
て
お
り
、

そ
の
社
会
保
険
料
の
2
分
の
1

を
村
で
助
成
し
て
い
る
。
さ
ら

に
は
緑
の
雇
用
に
係
る
助
成
で

あ
る
と
か
、
下
払
機
・
チ
ェ
ン

ソ
ー
な
ど
に
つ
い
て
も
2
分
の

1
の
助
成
を
し
て
い
る
。
出
来

る
だ
け
事
業
体
の
負
担
が
少
な

い
様
な
形
を
取
っ
て
、
従
業
員

の
方
々
の
手
取
り
を
多
く
、
負

担
を
少
な
く
な
る
様
に
福
利
厚

生
の
充
実
と
改
善
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

質
問　

色
々
な
業
種
で
全
国
的

に
生
産
年
齢
人
口
が
減
少
し
て

い
る
が
、
業
種
に
よ
っ
て
は
ロ

ボ
ッ
ト
化
と
い
う
こ
と
で
対
応

で
き
る
も
の
も
あ
る
が
、
林
業

だ
け
は
手
作
業
が
現
状
で
あ
る
。

今
後
、
担
い
手
の
育
成
と
確
保

を
ど
の
よ
う
に
す
る
か
伺
い
た

い
。

村
長　

大
変
難
し
い
と
こ
ろ
で
、

行
政
が
や
る
分
野
、
そ
し
て
各

事
業
体
で
努
力
し
て
頂
く
部
分

も
あ
る
。
行
政
と
し
て
は
色
々

な
助
成
と
か
技
術
取
得
の
研
修

を
お
願
い
す
る
。
究
極
的
に
は

木
材
を
ど
う
高
く
売
っ
て
い
く

か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

質
問　

林
業
者
専
用
住
宅
を
３

棟
、
建
築
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

入
居
の
条
件
や
募
集
期
間
は
、

い
つ
頃
の
予
定
か
。

村
長　

募
集
に
つ
い
て
は
１
月

の
区
長
会
を
目
途
に
考
え
て
い

る
。
出
来
れ
ば
共
同
体
を
組
織

さ
れ
て
い
る
所
の
従
業
員
か
、

も
し
く
は
村
外
か
ら
通
勤
を
さ

れ
て
い
る
方
に
入
っ
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
４
月

か
ら
の
入
居
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。

質
問　

林
業
者
専
用
住
宅
の
家

賃
は
村
営
住
宅
に
準
ず
る
の
か
。

森
田
建
設
課
長　

今
の
状
況
で

行
く
と
１
世
帯
当
り
３
万
円
程

度
に
な
る
。

質
問　

３
万
円
程
度
と
言
う
こ

と
だ
が
、
こ
れ
に

対
し
て
農
林
課
で

は
ど
れ
位
の
手
当

を
考
え
て
い
る
の

か
。

下
内
農
林
課
長　

事
業
体
が
雇
用
す

る
の
で
、
そ
の
事

業
体
か
ら
住
宅
手

当
を
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
考
え
て

い
る
。
今
後
事
業

体
と
協
議
を
や
っ

て
い
く
。

質
問　

五
木
産
材

で
建
築
さ
れ
た
頭

地
の
村
営
住
宅
の
入
居
者
か
ら

住
み
心
地
に
つ
い
て
、
ど
う
い

う
評
価
を
受
け
て
い
る
か
。

村
長　

単
身
の
方
は
良
い
と
い

う
評
価
を
受
け
て
い
る
。
家
族

に
つ
い
て
は
入
居
し
て
間
も
な

い
の
で
よ
く
分
か
ら
な
い
と
い

う
話
で
あ
っ
た
。
空
気
と
か
環

境
に
つ
い
て
は
今
ま
で
の
住
居

と
比
べ
て
非
常
に
良
い
と
い
う

評
価
を
受
け
て
い
る
が
木
造
な

ら
で
は
の
問
題
も
あ
る
よ
う
で

あ
る
。

植付け作業中の作業員



平成28年1月29日発行 10

田山淳士 議員

一般　　質問

球
磨
一
周
駅
伝
の
不
参
加
に
つ
い
て

和
田
村
長　

大
会
要
綱
の
見
直
し
を
お
願
い
し
て
い
き
た
い

田
山
議
員　

球
磨
一
周
駅
伝
大
会

は
２
年
連
続
で
今
年
も
不
参
加
と

聞
く
が
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

深
水
教
育
長　

中
高
生
に
つ
い
て

は
何
と
か
な
る
が
一
般
の
方
の
選

手
の
確
保
が
出
来
な
く
て
今
回
も

参
加
を
見
送
る
こ
と
に
な
っ
た
。

質
問　

大
会
前
の
打
ち
合
せ
協
議

で
要
綱
の
緩
和
な
ど
で
き
な
か
っ

た
の
か
。

教
育
長　

実
施
検
討
会
が
あ
り
、

教
育
委
員
会
の
担
当
者
が
出
席
し

た
が
要
綱
に
つ
い
て
は
決
め
ら
れ

て
い
た
。

和
田
村
長　

恒
例
に
よ
っ
て
要
綱

は
年
度
当
初
に
決
ま
っ
て
い
た
。

質
問　

来
年
度
は
大
会
要
綱
を
見

直
し
て
で
も
、
ぜ
ひ
出
場
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
ど

う
か
。

教
育
長　

活
性
化
を
図
っ
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

村
長　

体
協
の
方
に
要
綱
の
見
直

し
を
引
き
続
き
お
願
い
し
て
い
き

た
い
。

球磨一周駅伝大会

五木村の力走（井元　淳選手）

今年の新春駅伝大会
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早田吉臣 議員

消防組合の合併は
和田村長　結論に至っていない

一般　　質問 早
田
議
員　

人
吉
球
磨
地
域
の

広
域
連
携
に
対
し
て
の
行
政
の

効
率
化
、
簡
素
化
を
ど
う
考
え

て
い
る
か
。

和
田
村
長　

く
ま
川
鉄
道
の
財

政
負
担
、
ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
の

延
命
問
題
な
ど
の
課
題
解
決
。

ま
た
、
町
村
会
の
中
で
は 

建
設

行
政
の
入
札
、
監
督
、
検
査
そ

れ
に
監
査
事
務
局
の
統
一
、
税

務
職
員
の
連
帯
の
強
化
な
ど
が

可
能
で
は
な
い
か
と
い
う
話
が

出
て
い
る
。

質
問　

連
携
の
事
務
事
業
を
精

査
す
る
部
門
は
各
市
町
村
で

も
っ
て
い
る
の
か
。

村
長　

広
域
連
携
の
担
当
課
は
、

ま
だ
各
町
村
と
も
未
整
備
の
状

況
と
思
う
。

質
問　

消
防
力
強
化
、
緊
急
応

援
協
定
策
で
、
人
吉
球
磨
地
域

消
防
力
強
化
検
討
会
が
開
催
さ

れ
て
い
る
が
ど
の
様
な
状
況
な

の
か
。

村
長　

上
球
磨
、
下
球
磨
消
防

組
合
で
足
並
み
が
揃
わ
ず
結
論

に
至
っ
て
い
な
い
。

質
問　

日
本
遺
産
に
人
吉
球
磨

地
域
が
認
定
さ
れ
た
が
、
そ
の

ス
ト
ー
リ
ー
を
活
用
し
て
観
光

の
広
域
連
携
に
本
村
も
力
を
入

れ
る
思
い
は
あ
る
の
か
。

村
長　

熊
本
県
の
県
南
広
域
本

部
を
中
心
に
八
代
港
に
来
る
ク

ル
ー
ズ
船
の
お
客
さ
ん
を
ど
う

人
吉
球
磨
に
誘
客
す
る
の
か
話

合
い
の
最
中
で
あ
る
。

質
問　

町
村
会
で
は
地
方
創
生

の
連
携
を
お
り
込
む
と
い
う
協

議
は
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

村
長　

地
方
創
生
で
、
一
緒
に

な
っ
た
方
が
良
い
も
の
と
単
独

で
良
い
も
の
が
あ
る
。
青
井
阿

蘇
神
社
の
「
お
く
ん
ち
祭
り
」

で
の
企
業
、
学
校
の
休
み
の
話

な
ど
は
出
て
い
る
が
、
五
木
村

か
ら
は
具
体
的
に
出
し
て
は
い

な
い
。

行
政
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

対
策
に
つ
い
て

質
問　

行
政
事
務
の
資
源
保
護

と
ゴ
ミ
減
量
化
の
た
め
に
パ
ソ

コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
よ

る
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
の
計
画
は

あ
る
の
か
。

村
長　

紙
の
使
用
量
は
増
え
つ

つ
あ
る
の
で
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

は
必
要
だ
と
思
う
。
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
の
導
入
に
は
費
用
も
か

か
る
の
で
経
済
性
を
見
な
が
ら

検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

議
員
の
視
察

研
修
で
鳥
取
県
日
南

町
で
は
昨
年
の
３
月

か
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
議
員
及
び
課
長

級
職
員
に
対
し
て
運

用
を
開
始
し
効
率
化

と
経
費
と
労
力
の
節

減
が
随
分
図
ら
れ
た

と
伺
っ
た
。
ま
た
専

門
職
も
必
要
と
思
う

が
、
村
で
の
予
算
計

上
の
計
画
は
な
い
の

か
。

村
長　

専
門
職
員
も
必
要
だ
と

思
う
。
導
入
を
さ
れ
た
先
進
地

の
効
果
な
ど
の
情
報
を
収
集
し

な
が
ら
報
告
を
随
時
行
っ
て
い

き
た
い
。

質
問　

議
会
で
村
長
の
反は
ん
も
ん問
権

に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
。

村
長　

反
問
権
と
い
う
よ
り
少

し
緩
め
た
提
案
の
伺
い
程
度
の

事
は
必
要
だ
と
思
う
。

（
反
問
権
）

※
質
問
さ
れ
た
相
手
に
逆
に
問
い
返

す
こ
と

人吉下球磨消防署　北分署（頭地）
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期 日：11月 16日（月）
研修先名：島根県邑

おおなん

南町
研修内容：「日本一の子育て村」を目指す取り組みについ

て（地方創生事業との関連）
人 口 等：5,007 世帯、11,367 人、高齢化率42.2％
概 要：　「日本一の子育て村を目指して」をキャッチ

フレーズに、子育て支援に力を注いでおり、
経済的負担を和

やわ

らげ、生活環境を整備して一
つの家族が安心して子育てができるよう、医
療・保健・福祉・教育・生活・環境など、様々
な面から支援を行っている。

西村　久徳西村　久徳
　町を上げて子育て支援に力を注いでおられ、子供達を安心して産み育てられる環境の整備を目指し、町づ
くり基本条例を制定して「明日が見る」「地域が輝く」毎年 64 人の人口増の基本目標を立て「出生 80 人」を
確保し、町長以下、議会、町民全体が取組んでおられ過疎に悩む本村にとり大変参考になった。

岡本　精二岡本　精二
　「攻めと守りの定住プロジェクト」を平成23年度に立ち上げ、その中で「日本一の子育て村」の構想と「定住促進」
についてを目指された。
　なぜ、日本一の子育て村を目指すのかとして、日本全体が人口減少・少子化対策・若者定住・高齢者の支え手
を増やす、現状の実態を調査され、「持続可能なまち」を目指すために構想を立ち上げられた。医療・保健・福祉・
教育・生活環境の各分野に支援を行い、地域とともに子育てに取り組んでおられる。
　五木村においても、いろんな支援策を実施されているが、目標を定め目指していただきたいと思う。

藤本　新一藤本　新一
　邑南町は出生率 2.65 と高い。広島に雇用の場を求めて、夜間の子供の急病に対する病院が整備されており、
本村も若者対策として検討が必要と思う。吉田町の第３セクターは設立時から民間経営であり、バス事業、
水道事業等 10 部門の事業を行っており、赤字部門もあるが経営は安定しており、本村の第３セクターとは発
足が違う。本村の第３セクターも事業の見直しが必要と思う。

樅木　晴美樅木　晴美
　現在、どの地域も直面している課題解決にむけ東

とうほんせいそう

奔西走している状況の中、当該地域においては成功して
おり、他地域からも注目されている。研修で得た知識情報を本村の目指す子育て・定住支援事業に寄与出来
るよう提言提案をしていきたい。しかし、如

いか ん

何せん、通り一遍の研修であり、成功の秘訣なるものを知るに
は時間が足りない。問題点はそこにあるように感じた研修であった。

島根県・鳥取県の議員行政視察研修報告
　去る 11月 16日から 18日の 3日間、島根県と鳥取県へ出向き、行政視察研修を行いま
した。視察の目的は「子育てや定住対策に力を入れている行政」「本村と同じような規模で
第三セクターを立ち上げ成功している会社」「森林資源を活かした雇用の場を確保している
官民一体となった木材団地」を研修し、地元行政や議会と意見交換を行いました。
　今回、各議員が感じた「一口感想」を掲載しました。

「日本一の子育て村」構想の説明
（島根県邑南町役場）
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期 日：11月 17日（火）
研修先名：島根県雲南市吉田町「㈱吉田ふるさと村」
研修内容：会社概要と経営・社員教育等
人 口 等：658世帯、1,839 人（吉田町のみ）
概 要：　㈱吉田ふるさと村（第三セクター）は昭和 60年 4月に当時の吉田村と地域住民が出

資し設立（資本金1,500万円、株主37名、従業員6人）
　業務内容は、農産加工品の製造・販売、水道施設工事業、簡易水道の管理、市民バス
の運行、宿泊施設の運営等。
　主力商品：卵かけご飯専用醤油（おたまはん）、累計300万本の出荷本数（H14～）
　現在は資本金6,000万円、従業員数69名（パート含む）

早田　吉臣早田　吉臣
　第３セクターは設立当初が重要で出資者の危機感と従業員の仕事への取り組みの情熱がうまく組み合わさ
らないと会社の自立経営は成り立たない。自らの給料は自らで稼ぐような心意気が必要だと感じた。

中村　俊也中村　俊也
　多くの第３セクターが経営の維持・向上に苦心する中、堅実に業務内容や利益を伸ばしているこの会社に
大きな関心を持った。
　今や全国区となっている卵かけご飯専用醤油「おたまはん」を生み出し、業務内容を着実に広げ雇用を生
み出している源は、熱心な社員教育にあると感じた。
　積極的な意見交換の場を頻繁に開き、一人ひとりのアイデアを形にしていくことで従業員の仕事への熱意
や意識を高めている取り組みは、本村の活性化にとって学ぶ点が多い。

岡本　正岡本　正
　人口減と高齢化などで「むら」が消滅の危機的状況にあることから、法人団体、個人が立ち上がり「雇用
の場の創出」を目標に設立された第３セクターであった。社長が首長でないこと。当初から町の支援は受け
ない方針であったこと。業務内容が多岐にわたっているが、常に独立採算性を念頭に取り組んでいる。本村
との違いは設立当初にあり、今後、社長はその道の者を据えて立直す必要があると思う。

山本　豊山本　豊
　日本の 25 年先の高齢化社会を行く雲南市。様々な課題に対し、前向きにチャレンジする人が生まれ少しず
つ成果を生み出している。雲南市は子供、若者、大人による３つのチャレンジを市民みんなで支えあい、い
きいきと暮らせる魅力ある町づくりに挑戦をされている。本村も村民の幸福度が増す課題解決型の実現に向
け、執行部に提案したい。

㈱吉田ふるさと村からの概要説明
（島根県吉田町）

商品の出荷に追われる社員たち
（㈱吉田ふるさと村）
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期 日：11月 18日（水）
研修先名：鳥取県日南町
研修内容：森林資源活用と木材団地
人 口 等：2,169 世帯、5,110 人、高齢化率48.1％
概 要：　「創造的過疎の町」への挑戦をキャッチフ

レーズに森林資源の活用、空き校舎の再利用、
空き家バンクによる移住定住や「空き家条例」
を制定し、生活環境保全・防犯防災対策、保
小中一貫教育による連携、タブレット端末を
利用した議会改革等を展開している。

期 日：11月 18日（水）
研修先名：㈱オロチ「日野川の森林木材団地」（日南町）
研修内容：設　立：平成18年

資本金：9,400 万円
（株主：430名）
従業員：約70名
24時間体制で稼働

人 口 等：・町が国の補助を受け、約1億 4千万円で、設立・
施工。
・敷地面積152,453 ㎡
・年間約4万㎥を消費

概 要：【事業内容】
・単板積層材「構造用 LVL・造作用 LVL」の製
造・販売
・木質バイオマスの利活用技術の研究・開発等
・建築工事全般に関する企画・設計・施工管理・
請負
・GIS 等を用いた空間データ基盤の整備・構築
及び賃貸・販売
※単板積層材（LVL）とは、切削機械で木材を「かつら剥き」にし、繊維方向をすべて
平行にし、積層・圧着して造られる木材加工製品。

川　　正美川　　正美
　五木村の豊富な森林資源を活用するには、この会社のような施設があれば、木材の消費をはじめ、雇用対策と
しても大変期待できるところである。
　従来、五木村の森林から市場に搬出される木材は、Ａ材比率が60％、残りがＢ材以下である。このＡ材以外に
付加価値を付けることで、山林所有者が今まで以上に収入が上がることが期待できる。
　今後も林業で自立する村づくりに向け、情報収集に努め今後も活動を続けたい。

田山　淳士田山　淳士
　（株）オロチは島根、岡山、広島三県境に位置し過疎化や高齢化、木材価値の低迷などで悪化してきている
中、もう一度林業に元気をと木材に付加価値を付けて加工して新しい商品づくりに取り組んでいる活気あふ
れる会社だった。五木村もこれに近い施設を検討するべしと感じた。

行政・議会との意見交換
（日南町役場）

山積みされた出荷待ちの木材製品
（㈱オロチ）
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12 3日 決算認定審査特別委員会（全議員）  12月定例全員協議会
  議会運営委員会
 4日 下球磨町村議会議長会正副議長・事務局長合同会議
 9日 平成27年第4回五木村議会定例会（～11日）
 17日 人吉下球磨消防組合例月監査（中村議員）
 21日 例月監査（岡本監査委員）
  12月定例郡議長会議及び正副議長・事務局長合同会議
 25日 人吉球磨広域行政組合議会定例会（田山・山本議員）

1 3日 平成28年五木村成人式（全議員） 5日 平成28年五木村消防団出初式（全議員）
 6日 1月定例全員協議会
  広報委員会
 13日 人吉下球磨消防組合例月監査（中村議員）
 15日 平成28年第1回五木村議会臨時会
  広報委員会

 18日 1月定例郡議長会議
 21日 広報委員会
 22日 経済常任委員会
 26日 例月監査（岡本監査委員）

2 3日 2月定例全員協議会 ６日 岩井　實氏旭日双光章受章祝賀会（議長）
 10日 郡町村議会議員研修会（全議員）
 12日 2月定例郡議長会議及びＪＡとの意見交換会
 16日 県後期高齢者医療広域連合議会定例会（議長）
 17日 県町村議長会定期総会（～18日）
  人吉下球磨消防組合例月監査（中村議員）
 18日 瀬目トンネル工事安全祈願祭（議長）
 23日 例月監査（岡本監査委員）～24日
  郡議長会海外視察研修（議長）台湾（～26日）
 25日 人吉下球磨消防組合全員協議会及び定例会（中村議員）

●議会の動き（12月～2月）●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●

　

こ
の
度
、
私
た
ち
３

名
は
、
両
親
だ
け
で
は

な
く
、
先
生
方
、
そ
し

て
家
族
の
よ
う
な
地
域

の
皆
様
の
支
え
が
あ

り
、
無
事
に
成
人
を
迎

え
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
成
人
式
を
終

え
、
改
め
て
五
木

村
の
温
か
さ
、
素

晴
ら
し
さ
を
実
感

す
る
こ
と
が
で
き
、

感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。

私
は
現
在
看
護
学

生
と
し
て
日
々
、

実
習
、
勉
学
に
励

ん
で
い
ま
す
。
い

ず
れ
は
看
護
師
、

保
健
師
と
し
て
五

木
村
に
恩
返
し
が

出
来
る
よ
う
頑
張

り
ま
す
。

白石　汀
なぎ

紗
さ

さん
（頭地地区）

  

新
成
人

新
成
人
メ
ッ
メ
ッ
セ
ー
ジ

セ
ー
ジ  

〜
成
人
を
迎
え
て
〜

〜
成
人
を
迎
え
て
〜

左はバンジージャンプに挑戦した橋本龍太さん

恩師の方々との記念写真
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頭
地
か
ら
北
東
に
約
20 

㎞
、
標
高
７
５
０
ｍ
に
位
置

す
る
と
こ
ろ
に
梶
原
地
区
は

あ
る
。
風ふ
う
こ
う光
明め
い
び媚
な
と
こ
ろ

で
あ
り
、
初
め
て
訪
れ
る

人
々
も
驚
く
こ
と
で
あ
ろ

う
。
集
落
は
ひ
っ
そ
り
し
た

佇た
た
ずま
い
を
見
せ
、
古
い
香
り

が
漂
う
も
の
を
感
じ
さ
せ
て

く
れ
る
。
こ
の
地
に
は
古
来

よ
り
「
梶
原
の
太
鼓
踊
り
」

が
代
々
、
受
け
継
が
れ
て
お

り
、
毎
年
、
盆
行
事
と
し
て

三
日
三
晩
、
決
め
ら
れ
た
場

所
で
厳お
ご
そ
か
な
雰
囲
気
の
中
、

踊
ら
れ
る
。
し
ば
ら
く
は
途

絶
え
て
い
た
こ
の
踊
り
も
地

元
有
志
の
ご
努
力
で
最
近
復

活
さ
せ
、
子
守
唄
祭
り
で
披

露
さ
れ
て
い
る
。

　

昔
は
梶
原
地
区
か
ら
下
梶

原
へ
向
か
う
の
に
尾
根
伝
い

に
往
来
さ
れ
て
い
た
が
、
現

在
は
林
道
空
舎
線
を
通
れ

ば
、
県
道
五
木
湯
前
線
に
出

な
く
て
も
行
く
こ
と
が
で
き

る
。

　

県
道
を
梶
原
川
の
上
流
に

向
か
う
と
小
原
地
区
が
あ

る
。
梶
原
川
に
掛
か
る
吊
り

橋
を
渡
る
と
集
落
が
あ
る
。

以
前
は
古
び
た
吊
り
橋
で
あ

っ
た
が
、
現
在
は
頑
丈
な
吊

り
橋
に
架
け
替
え
ら
れ
た
。

自
動
車
は
通
れ
ず
、
集
落
は

静
寂
に
包
ま
れ
、
ひ
っ
そ
り

と
し
て
い
る
。

　

県
道
を
さ
ら
に
上
流
へ
と

進
む
と
下
梶
原
地
区
に
入

る
。
村
の
最
北
東
部
に
位
置

し
、
標
高
も
１
，
０
０
０
ｍ

ほ
ど
に
な
る
。
頭
上
に
は
高

さ
１
，
５
０
８
ｍ
で
村
最
高

峰
の
高
塚
山
が
あ
り
、
そ
の

８
合
目
あ
た
り
を
大
規
模
林

道
が
南
北
に
貫
い
て
い
る
。

当
地
区
に
は
平
成
７
年
３
月

に
三
浦
小
下
梶
原
分
校
が
休

校
と
な
り
、
平
成
18
年
３
月

に
廃
校
と
な
っ
た
。
ま
た
、

五
木
一
中
下
梶
原
分
校
も
あ

っ
た
が
平
成
７
年
３
月
に
村

内
の
中
学
校
が
統
合
さ
れ
、

廃
校
と
な
っ
た
。

　

学
校
が
あ
っ
た
地
区
か
ら

分
岐
す
る
道
路
は
、
高
塚
山

の
方
面
が
村
道
白
蔵
線
と
な

り
、
大
規
模
林
道
方
面
へ
は

林
道
日
当
線
と
な
る
。
紅
葉

時
期
に
は
見
事
な
景
色
を
披

露
し
て
く
れ
る
。

今
号
で
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
終

了
と
な
り
ま
す
。
ご
愛
読
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

筆
者
敬
具

五
木
村
議
会
だ
よ
り

1
1
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号
2
0
1
6
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9
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行
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ー
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熊
本
県
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磨
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五
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甲
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－
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発
　
　
　
行
　
五
木
村
議
会

発
行
責
任
者
　
議
長
　
西
村
久
徳

編
　
　
　
集
　
議
会
広
報
委
員
会

議長年頭挨拶
12月議会定例会
決算認定
臨時議会
一般質問
視察研修

議長年頭挨拶
12月議会定例会
決算認定
臨時議会
一般質問
視察研修

表紙：●●●●●●

　

新
年
早
々
、
体
調
不

良
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
。

常
々
、健
康
に
は
気
を
配
っ

て
い
た
つ
も
り
だ
っ
た
が

全
く
の
不
覚
で
あ
っ
た
。

い
つ
何
が
起
き
る
か
分
か

ら
な
い
の
が
「
人
生
」
だ

そ
う
だ
。「
備
え
有
れ
ば
憂
い
無
し
」

と
は
、
よ
く
言
う
が
、
現
政
権
が
進

め
て
い
る
備
え
は
、
些
か
行
き
過
ぎ

の
よ
う
に
感
ず
る
の
は
、
私
だ
け
で

あ
ろ
う
か
。
い
つ
何
時
、
誰
か
が
、

或
い
は
何
者
か
が
襲
っ
て
来
る
の
で

は
、
等
と
考
え
な
が
ら
生
活
を
強
い

て
い
た
ら
、
そ
れ
こ
そ
神
経
を
休
め

る
事
が
出
来
ず
に
、
ど
こ
か
が
壊
れ

て
仕
舞
い
か
ね
な
い
の
で
は
、
そ
れ

よ
り
、
そ
れ
以
前
の
努
力
に
よ
る
防

備
で
、
何
も
の
に
も
、
負
け
な
い
体

力
作
り
が
必
要
だ
な
と
思
え
た
年
明

け
で
あ
っ
た
。

　

ｈ
・
ｍ

次
回
の
定
例
会
は
３
月
中
旬
の
予
定
で
す
。

皆
様
の
傍
聴
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

＝＝小原、梶原、下梶原小原、梶原、下梶原＝＝

た か らた か らシリーズシリーズ

編集
後記

Vol.Vol.1818

梶原の太鼓踊り

小原の吊り橋

奥に見えるのは下梶原体育館

つばき


